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6-12 点検・整備記録簿(ログブック)の閉鎖とパス設定 
 

点検・整備記録簿(ロクブック)の閉鎖 

 

◆点検・整備記録簿の閉鎖は、機器を廃棄し、ログブックを作成する必要がなくなった時や 

  点検・整備記録簿の登録を間違えた時など、記録簿を残しておくことが必要がなくなった時などに 

  に実施します。 

 

１．管理者がログインします。 

               充塡回収業者は、伝票を閉鎖する権限がありません。機器⼀覧表を⾒ても、「閉鎖」の 

               ボタンはありません。 伝票はあくまでも管理者のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． メインメニューから「点検・整備記録簿機器⼀覧表」をクリックして開きます。 
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3．⼀覧表の操作で、「閉鎖」をクリックします。 

 
 

 

4．閉鎖する理由を記⼊します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．下記メツセージが出ますので、「ＯＫ」ボタンを押します。 
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6．⼀覧表に「閉鎖」されたことが登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

パスの設定について 

 

1．整備記録簿にバスの設定をします。 

 

                パスを設定すると、パスワードを知っている管理者又は、パスワードを通知された 

                充塡回収業者以外はこの伝票を閲覧出来なくなります。充塡回収業者を変更した時 

                など、この設定をすると以前の業者はこの伝票の情報を⾒ることができません。 

 

 

 

 

 

2．パスの設定を押すと、下記の設定画面に変わります。任意でパスワードを設定してください。 

    

 

 

 

 

 

3．パスワードの⼊⼒後、下記のメッセージが出ますので「ＯＫ」を押します。 

  これで、設定が完了します。 
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